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研究成果の概要（和文）：ウェクスラー知能検査の結果の解釈は，因子分析研究や知能理論を根拠とし体系化さ
れてきてはいるものの，測定変数の妥当性や解釈システムに関する研究は限られている。本課題では，発達障害
のある子どもへの治療・指導・支援の根拠の一つとなる指標得点及び下位検査プロフィールの再現性（再検査信
頼性），また，生活上での障害特性が関係する困難（発達障害特性尺度）と知能検査中の行動反応（検査行動）
及び知能検査の結果（測定値）の関連を検証した。また，この他一連の研究から，知能検査測定値及びプロフィ
ールの検査解釈にダイレクトにつながる信頼性と妥当性の解明を行い，知能検査解釈システムの構築を行った。

研究成果の概要（英文）：The interpretation of Wechsler intelligence scales has been systematized on 
the basis of factor analysis studies and intelligence theories. However, researches on the 
reliability and validity of measurements and researches of interpretation systems is a few and 
limited. In this project, we examined the reliability of index scores and subtest scores, which can 
serve as a basis for treatment, guidance, and support for children with developmental disabilities, 
and the relationship between difficulties related to developmentally disabled characteristics in 
daily life, test-taking behaviors during administration of intelligence test. Then, we developed the
 interpretation guideline of intelligence test and developmental disabled traits.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 知能検査　WISC　WPPSI　検査行動　発達障害特性　信頼性　妥当性　生態学的観点

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果は，臨床現場で多用されている心理検査の効果と限界を明らかにする研究であり，一連の研究成果か
ら，学齢期の子どもへの心理アセスメント適用の際の臨床家向けのガイドラインを示すことができた。就学前の
子どもの知能及び発達障害特性の評価の予測性と長期的安定性の検討が今後取り組むべき課題として残された
が，ウェクスラー知能検査と他の検査とのバッテリーによる包括的アセスメントの解釈指針と留意点を一連の研
究から言及できたことは，臨床的意義は大きいと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
  ウェクスラー知能検査は，医療や教育，福祉現場で最も頻繁に活用されているアセスメントツ
ールである。この検査を用いることで，指標得点及び下位検査プロフィールから個人の認知特性
を特定化し，強みを生かし，弱みに配慮することができ，治療・指導・支援計画作成のための重
要な資料を得ることができる。しかし，ウェクスラー検査の結果の解釈は，因子分析研究や知能
理論を根拠とし体系化されてきてはいるものの，測定変数の妥当性や解釈システムに関する研
究は限られている。 
 
２．研究の目的 
  本研究では，発達障害のある子どもへの治療・指導・支援の根拠の一つとなる指標得点及び下
位検査プロフィールの再現性（再検査信頼性），また，生活上での障害特性が関係する困難（発
達障害特性尺度）と知能検査中の行動反応（検査行動），知能検査の結果（測定値）の関連（併
存的妥当性）を調べる。そして，知能検査測定値及びプロフィールの検査解釈にダイレクトにつ
ながる信頼性と妥当性の解明を行い，発達障害特性の影響因にも焦点を当てた知能検査解釈シ
ステムの構築を目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）臨床機関に来談し，研究効力の同意が得られたケースに WISC－Ⅳを 2 回実施し，再検査
信頼性データを収集する。そして，得点プロフィールの再現性の検討を行う。 
（２）発達障害特性として，社会情動的機能を測定できる社会情動的発達尺度を作成し，臨床デ
ータを収集し，発達障害群（臨床群）と定型発達群の比較検討を行い，これら尺度の臨床的有用
性の確認及び標準値を得る。 
（３）WISC-Ⅳ及び WPPSI-Ⅲにおける因子構造をキャテル・ホーン・キャロル理論から検討し，
確認的因子分析，クラスター分析等を用いて発達障害評価において有効な知能次元を検討する。 
（４）臨床機関に来談し，研究の同意が得られたケースに対して，WPPSI-Ⅲ，WISC-Ⅳ，検査行
動チェックリスト（TBC），社会情動的発達チェックリスト（SEDC），発達障害特性評価尺度（ADHD-
RS,PARS-TR）の実施を行い，データを収集する。ウェクスラー検査の測定値と検査行動，発達障
害特性との関連を調べる。 
（５）公立小学校及び北海道大学で発達障害の子どもを対象としたグループ療育支援を行うが，
ウェクスラー検査及び社会情動発達尺度，実行機能尺度を介入前の事前アセスメント，そして，
事後アセスメントを実施し，プログラム及び支援計画作成の指針を得ること，子どもの成長の確
認やプログラムの効果測定を行う。研究チームでの事例検討会などを通して，定量的研究との統
合を測り，ウェクスラー検査を中心とした発達障害のアセスメントの包括的解釈システムを構
築する。 
 
４．研究成果 
（１） The present study aimed to investigate the test-retest reliability of the 
Wechsler Intelligence Scale for Children-Fourth edition (WISC-IV) in a sample of 138 
children with autism spectrum disorder (ASD) from a child psychiatric clinic in Tokyo, 
Japan. The stability coefficient of the Full Scale Intelligence Quotient (FSIQ), which 
is composed of four indices, was very high at .83, while those of the Verbal 
Comprehension Index (VCI), Perceptual Reasoning Index (PRI), Working Memory Index (WMI), 
and Processing Speed Index (PSI) individually were moderate to high, ranging from .62 
to .79. Comparisons among three age groups revealed that the coefficients for children 
aged 5 to 7 years tended to be lower than those for children aged 11 years and older. 
With respect to relative strengths and weaknesses between index scores, approximately 
half of children did not exhibit the same trend in the second test. These results 
revealed that the FSIQ and index scores are stable in the long term in children with 
ASD aged 11 years and older, and that the PSI and discrepancies in index scores are 
less stable. Thus, practitioners should take into account ecological information and 
the test-taking behaviors of children when interpreting WISC-IV results for children 
with ASD. （自閉症スペクトラム障害（ASD）診断のある子どもの WISC-Ⅳのリテストデータを
収集し，長期的安定性の分析を行った。全検査 IQ 及び指標得点は頑健な安定性がえられたが，
一部指標及び下位検査，指標得点ディスクレパンシーの安定性は中程度であまり高くなかった。
ASD の障害特性及び年齢が検査得点だけでなく，検査パフォーマンスのむら（再現性）にも影響
していることを指摘した。特に，幼児期の子どものデータは変動しやすく，就学後には違う結果
が出やすいことが示された。幼児期の認知機能評価については，長期予測が難しい場合があるこ
とを指摘した。）（研究成果：Okada, Kawasaki et al., 2021） 
 
（２）SEDC 学齢版と幼児版を作成し，通常の学校，幼稚園・保育所で定型発達のデータを収集



し，標準化作業を行った（未発表）。また，臨床データを収集し，信頼性・妥当性についても検
討した。（研究成果：加藤・岡田，2020；岡田・愛下・安田，2021） 
 
（３）①地域の支援・相談機関でリクルートした ASD のある子ども 116 名の WISC－Ⅳのデータ
を収集し，従来の WISC-Ⅳの４因子モデルと CHC 理論に準拠した 5因子モデルを想定した確認的
因子分析を行い，その適合度及び下位検査構成を検証した。どのモデルも高い適合度を示したが，
「結晶性能力」「視覚空間」「流動性推理」「短期記憶」「処理速度」で構成される CHC モデルが最
も当てはまりがよかった。下位検査構成では「行列推理」が「視覚空間」に負荷する結果となり，
海外における因子分析の結果とは異なるものであったが，日本における先行研究と一致した。ま
た，5つの CHC モデルによる合成得点を用いて，クラスター分析を行い 5つのクラスターを抽出
した。言語能力―視覚空間能力の優位性と処理速度の低さに特徴がある自閉性障害及びアスペ
ルガー障害で従来から報告されてきたプロフィールが確認されたものの，「短期記憶」や「処理
速度」に強みがあるクラスターも同定された。また，「視覚空間」と「流動性推理」の得点に乖
離があるクラスターもあり，WISC モデルよりも CHC モデルで ASD のある子どもの個人内差をよ
り詳細に把握できることを示した。（研究成果：岡田・飯利ら，2021） 
  ②臨床群で日本版 WISC-Ⅳ 及び WPPSI-Ⅲ の CHC 理論に準拠した因子構造を検証した。WISC-
Ⅳ に関しては、自閉症スペクトラム障害（ASD）群（N = 177，５歳０ヶ月～15 歳６ヶ月）と非
ASD 群（N = 56，５歳５ヶ月～16 歳６ヶ月）で多母集団因子分析をおこない、因子構造の違い
について検討した。ASD 群及び非 ASD 群で CHC 理論の因子構成で配置不変、測定不変が十分に
成り立ったが、最も適合していたのは、流動性推理因子及び視覚空間因子から行列推理下位検査
のへのパスのみに等値制約を置かない「行列推理モデル」であった。また、ASD 群では行列推理
下位検査が流動性推理因子には負荷せず、視覚空間因子に負荷し、一方で、非 ASD 群では行列
推理は流動性推理因子に十分な負荷を示した。ASD 群においては「行列推理」が流動性推理を表
しにくい可能性があることを示した本研究結果は、研究及び臨床上、重要な問題を提示した。
WPPSI-Ⅲの因子構造を臨床群（N = 57，５歳０ヶ月～６歳 11ヶ月）で検証した。WPPSI-Ⅲの 8 
検査に加え、WISC-Ⅳ「数唱」「算数」をバッテリーさせることで、CHC 理論因子を構成した。確
認的因子分析の結果からは、結晶性能力、流動性推理、視覚空間、短期記憶、処理速度の 5 因
子構成の許容範囲の適合度を確認できた。「数唱」「算数」のワーキングメモリー下位検査をバッ
テリーさせることで、WPPSI-Ⅲにおいても CHC 理論モデルでテスト結果を解釈できることが示
された。（研究成果：岡田・大谷，2021） 
 
（４）臨床適用する際には，検査時の行動反応や日常の実態，発達歴などを含めた生態学的観点
に基づいた総合的解釈が望まれている。本研究では WISC-Ⅳ測定値，検査行動，障害特性の 3つ
のレベルを加味したアセスメントモデルの適合性を発達障害のある子どもの臨床サンプルで検
討した。パス解析の結果，本アセスメントモデルは十分な適合度を示し，臨床への有用性が確認
できた。また，発達障害特性，検査行動，WISC-Ⅳ指標得点の関係性を明らかにした。特に，ワ
ーキングメモリー指標と注意欠如・多動症の特性である「注意集中」に関連がみられず，一方で，
処理速度指標と自閉スペクトラム症の特性である「切りかえ」に有意な関連が見られた。このこ
とは，これまで示されてきた WISC-Ⅳ及び検査行動アセスメントの解釈に新たな視点を与えるも
のである。このことも含め，保護者が報告する日常生活情報，検査者が評価する検査場面での行
動反応，WISC-Ⅳ測定値を総合的に解釈するアセスメントモデルの臨床的有用性やその限界につ
いて議論した。（岡田・仲田ら，2021） 
 
（５）①WISC-Ⅳの解釈については，因子分析研究から得られた 4指標による解釈モデル（WISC
モデル）と，CHC 理論に基づく解釈モデル（CHC モデル）がある。また，4指標による WISC モデ
ルを拡張した GAI・CPI による解釈モデル（GAI モデル）も提案されている。WISC モデル，GAI モ
デル，CHC モデルによる WISC-Ⅳの解釈を 2事例に対して適用した。そして，この事例研究を通
して，GAI または CHC モデルによる解釈が，通級指導教室を利用している子どもの認知特性の把
握と支援に有効であることを確認した。WISC-Ⅳの解釈にあたっては，事例によって最適な解釈
モデルを選択していく必要があると考えられた。（研究成果：桂野ら，2019） 
  ② 就学前後の認知発達，社会情動発達，障害特性などの包括的アセスメント評価について，
これまでの研究知見を総括し，現場実践家への指針を作成した。（研究成果：岡田・愛下・安田，
2021） 
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